
17

トラブルシューティングマニュアルの作成と継続的な更新

実施前夜の全台確認

ヘッドセットの劣化対応
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それでもトラブルは起こる

「トラブルはない」と⾔う事業者は隠蔽して
いる。隠蔽するような体質の事業者は，

トラブル防⽌やセキュリティーの確保⾃体が
いい加減である可能性が⾼い。
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標準誤差 50±5点
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テストのスコアは，ものさしのようにしっかりしたものではない。スコアで競争させる場合は，信頼性の⾼い，質の良い
テストを⽤いなければ，ステークホルダーが納得する結果が得られない。テストの性能には限界がある。限界を超えた
利⽤をすると，結果が信⽤されなくなり，制度⾃体が崩壊することもありうる。

測りたい能⼒を反映したスコアの点推定値

◆項⽬反応理論（IRT）による共通尺度化
・⺠間英語試験は，受験した年，回，会場にかかわらず，どのテストを受験しても，得られるスコアは同じ意味をもつ。
←標準化されている/標準化テスト（standardized test）であるという前提

・共通尺度化の限界もあるし，専⾨的かつ緻密な計画が必要だが，⽇本にはテストアドミニストレータが少なく，
事業者ごとに育成しているのが現状。

◆ スコアのもつ意味
・テストの実施者が測りたいと考えている⼀次元の構成概念の⼤⼩に⽐例した値（単⼀の構成概念の⼤⼩を⼀次元上の
尺度で表⽰している）。

・スコアには「標準誤差」があることが前提


